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そのため，平成 20 年 12 月 24 日に取りまとめられた中央教育審議会「学士課程教育
の構築に向けて（答申）」 [ 1 ]（以下，学士課程答申という．）では，教員が「何を教える
か」よりも，学生が「何ができるようになるか」に力点を置き，そして単位制度の実質
化の必要性が記載され，大学に対して教育の改善を提言している．  
そもそも日本における単位制度は，大学設置基準 [ 2]，および短期大学設置基準 [ 3]（以
下，大学設置基準等という．）で，授業時間に加え，授業時間外に必要な学修量を考慮し
て， 45 時間相当の学修量をもって 1 単位と定められている．  
しかしながら，平成 19 年の東京大学大学院  教育学研究科  大学経営・政策研究セン
ターによる「全国大学生調査」[ 4 ]によれば，1 日当たりの学修時間は 4.6 時間であり，そ
の内 2.9 時間は授業時間である．すなわち， 1 セメスターの 15 週，または試験期間等を
含めた 16 週の間に 480 時間から 515 時間程度の学修量しかないということになる．これ
を 1 単位 45 時間で換算すると 10 単位～ 12 単位相当となる．ただし，現状の学生の動向
を確認すれば，四年制大学であれば 3 年生までに，短大生でも 2 年前期終了時点までに
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善に取り組む必要があり，本学では平成 25 年度から運用をしている Web シラバスシス
テムを利用し，授業外学修時間をはじめとする各種データを取得し，そのデータに基づ
き教育課程や教育方法の改善に取り組んでいる．  









Web シラバスの構築」で採択された．  
上記取組の中心的な要素となる Web シラバスシステムを構築 [ 5 ]し，平成 25 年度に運
用を開始した．  
本学ではこの Web シラバスシステムの構築を第 1 段階として，その後も自己資金だけ
ではなく文部科学省の補助事業を活用することで学生の学修成果の最大化を目指して一
連の教育改善の取組を以下のように進めてきている．   












【第 3 段階】平成 26 年度  「大学教育再生加速プログラム（タイプⅡ：学修成果の可視
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化」という取組で申請し，全体で 250 件の申請があった中，選定された 46 件の内の 1
つとなり，昨年度から実施しているところである．（テーマⅡのみに限れば， 41 件の申
請の内，選定は 8 件．）  
 
3. 単位制度と授業内，授業外での学修時間についての考え方  
前述の通り， 45 時間相当の学修量をもって 1 単位と定められているが，講義，演習，
実験，実習若しくは実技の授業の方法の違いにより，大学設置基準等で「講義及び演習
については， 15 時間から 30 時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって 1 単位
とする」，「実験，実習及び実技については， 30 時間から 45 時間までの範囲で大学が定
める時間の授業をもって 1 単位とする」と定められている．  
そのため，本学を含めて多くの大学では講義科目の授業時間を 15 時間，演習科目の
授業時間を 30 時間，実験科目等の授業時間を 45 時間として 1 単位として定めている．  
また，大学は基本的に 1 セメスター 15 週であり，1 コマ 90 分の授業であることから，
講義科目，演習科目等はそれぞれ下記の表 1 のように授業と授業外での学修時間が定義
できる．  
表 1. 授業方法別の授業時間数と授業外学修時間数の定義  
 単位数  授業時間  授業外学修時間   
講義科目  2 単位  30 時間／ 2 時間  60 時間／ 4 時間   
演習科目  1 単位  30 時間／ 2 時間  15 時間／ 1 時間   
実験科目等  1 単位  45 時間／ 3 時間   0 時間／ 0 時間   
[注 ] 各時間の左の値は 1 セメスターの合計時間，右の値は 1 週 (1 回 )あたりの時間．  
 
ここで注意すべき点として，授業時間は 90 分であるが多くの大学ではこれを 2 時間
と計算しており [ 6 ]，それのため授業時間は 1 セメスターで 30 時間と計算されている．  
これは，1 時間の中に休憩時間 15 分を含んでいると一般的に解釈されており，アメリ
カの大学でも 50 分を 1 単位時間 [ 7 ]，日本の初等教育では 45 分を 1 単位時間，中等教育
では 50 分を 1 単位時間とそれぞれ定義しており， 1 単位時間が 60 分として定められて
いないことは特別な状況ではない．  
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4. 授業アンケートによる授業外学修時間  
まず初めに，授業アンケートで問う授業外学修時間についての設問，および選択肢は
以下の通りである．  
設問：  授業 1 回あたりの，授業外学習（予習・復習・宿題・試験対策等の）時間は  
どれくらいですか。  
選択肢：  ■  0 分  ■  30 分未満  
■  30 分以上 1 時間未満  ■  1 時間以上 1 時間 30 分未満  
■  1 時間 30 分以上 2 時間未満  ■  2 時間以上 2 時間 30 分未満  
■  2 時間 30 分以上 3 時間未満  ■  3 時間以上  
この設問において，学生には特段補足説明をせず，かつ 30 分単位で選択肢を提示し
ていることから，授業のように 90 分，すなわち 1 時間 30 分の学修を 2 時間とは回答せ





表 2．授業外学修時間の選択肢と換算値対応表  
選択肢  
0 分  30 分未満  
30 分以上  
1 時間未満  
1 時間以上  
1 時間 30 分未満  
 
換算  0 分  15 分  45 分  75 分   
選択肢  
1 時間 30 分以上  
2 時間未満  
2 時間以上  
2 時間 30 分未満  
2 時間 30 分以上  
3 時間未満  3 時間以上  
 
換算  105 分  135 分  165 分  195 分   
 
これらの前提を基に，まずは本学科の全授業についての授業外学修時間の集計結果は
以下の表 3 の通りである．  
表 3．各学年の講義・演習科目別の授業 1 回あたりの授業外学修時間  
 1 年生     2 年生     
 講義  演習  ゼミ   講義  演習  ゼミ   
授 業 科 目 数  12 11 1  10 11 1  
延 べ 履 修 者 数  1,011 899 122  616 259 97  
回 答 者 数  862 763 93  479 213 70  
回 答 率  85.3％  84.9％  76.2％   77.8％  82.2％  72.2％   
授業外学修時間  58.3 分  58.7 分  71.0 分   53.4 分  62.7 分  64.4 分   
[注 ] ここでの集計は，本学科の教育課程のみであり，図書館司書課程は除いている．  
 
表 3 の結果を見る限り，演習科目，およびゼミについては基準とする 60 分は概ね達
成している一方で，講義科目については基準とする 4 時間には到底足りていない状況で
ある．  
 富山短期大学紀要第 51巻（2016.3） 
 
- 26 - 
平均値を見ると，演習科目やゼミについては概ね満足できる結果となっている一方で，
図 1 で示す通り授業外学修時間 0 分や， 30 分未満の学生の割合が 20％弱から 30％弱の
割合で存在している．また標準的な時間の倍となる 2 時間以上の学修をしている学生も
それぞれで 20％前後存在しており，学生間格差が顕著である．  
 




表 4．各学年の科目群別，講義・演習科目別の授業 1 回あたりの授業外学修時間  
 経済・経営  会 計 ビジネス  情 報 教 養 
講義科目  1 年  50.6 分  65.4 分  52.0 分  74.1 分  55.7 分  
2 年  107.2 分  ---分  29.5 分  50.5 分  44.0 分  
      
演習科目  1 年  ---分  54.7 分  47.9 分  69.1 分  47.2 分  
2 年  63.0 分  62.5 分  36.3 分  73.6 分  ---分  
 
表 4 からは， 2 年生の各科目群間で講義科目も演習科目も非常にばらつきが大きく，












表 5．教員別，講義・演習科目別の  
授業 1 回あたりの授業外学修時間  
教員  講義科目  演習科目  
教員Ａ  74.1 分  77.6 分  
教員Ｂ  76.1 分  63.0 分  
教員Ｃ  65.4 分  62.5 分  
教員Ｄ  60.8 分  55.9 分  
教員Ｅ  49.0 分  63.9 分  
教員Ｆ  58.8 分  --- 
教員Ｇ  52.0 分  58.4 分  
教員Ｈ  --- 54.5 分  
非常勤  45.0 分  52.3 分  
教員Ｉ  65.1 分  21.4 分  
教員Ｊ  40.1 分  36.3 分  
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択肢が回答されたかを集計したグラフが図 2 である．  
 
図 2．教員別，講義・演習科目別の授業 1 回あたりの授業外学修時間回答割合  
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関係をプロットしたグラフが図 3 である．ここでは，授業外学修時間の 8 つの選択肢を
















6. 単位の実質化を目指すための改善点  
ここまでの授業アンケートを集計結果の確認から，次のことが言える．  
(1)  講義科目と演習科目の授業外学修時間の差はほとんどない．   
(2)  講義科目について特に授業外学修時間の増加策が必要である．  
(3)  一部演習科目については，明らかに授業外学修時間が過多の状況が見受けられる． 
(4)  科目群間，教員間で授業外学修時間に有意な差が見られる．  
(5)  ある 1 科目において，授業外学修時間と学修成果についての関係性を調査したが，
明らかな相関関係は見られなかった．  










図 3．授業外学修時間と筆記試験得点との関係  
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B)  学修成果の 1 つの指標として GPA を算出しているが，授業科目間の大きな学修時
間の差，すなわち難易度の差があれば， 1 単位の重み自体が科目間で異なること
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